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北 タイにおける土壌の特性と水稲の収量














二毛作日比 で土壌肥沃度が異なると推定 し,収宣;二の構成囚十 C/,)分析からそれぞれに応じた増収
















じ30cm までの2-3層について行なった｡40cm以下の断面はボー リングまたは 調査地点近
傍の溝の断面などか ら推定 した｡














服舶 まか :北タイにおける し二盤の特性と水稲の収量
T301-T329CJ)29地点について調査を行なったO このうちT304は裏作uj耕起を行なうたJノ)
にかん水申であり,断面調査ができず, 表層土のみの試料を採取した. 本地点はT303と水路








ンガンの溶脱,集積の明瞭にみられる断 帖 ま比較的少な く,水仕1化の影響の弱い土壌形態を示
す場合が多いというC 今回の調査においても下層土を U.S.D.A.の SoilSurveyManual5' や




Bg マ トリックスの色調 10YRがより赤味をおびる場合および斑紋が嵩む
(20%以上)場合
BCg マ トリックスの色調にかかわらず斑紋を含む (20- 5%)場合
Cg マ トリックスの色調にかかわらず斑紋のある (5%以下)場合








定は できるだけ 正確に行なった｡ テラス面の判定は高谷7)がタイ中央平地の 第四紀の地層の
研究でえた考え方に 準拠 したもので 北タイ各盆地にも適応できるとされているO その概念図
は図 3に示す｡図2と図3との間に著しい相違はないが,氾らん厘 (Floodplain)とテラス r
(ViraPoomvisesらの Semi-recentalluvium)および準平蜘封(Peneplain)の取扱い万に).I
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jtほいまか :北 タイにおける土壌の特性 と水稲の収岸
Formation Peneplain TerraceⅢ TerraceⅢ TerraceI Floodplain
Sediments iNoyoung Dominantly Dominantly Loamy Dominantly
alluvium sandy; clayey. sandy
feature laterite;eredalluvium ;aluvium with concentration alluvium with
;cappedbv =pISOlitic concentration
:thinlaterite ;concretion
















A.普 通 i)A/Bg型で斑紋に嵩む土壌 (鉄,マンガンの集精が分離または
その拙句を示す)
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I二壌 断面 の特 性,水 稲 収 量 な ど
???
???
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d l 158 3.32
d 158 2.86
s l69 3.42
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㍗ : - ･ ∴ ∴ ~ ∴
composition
10.4 1.66.0.059 46.0 26.0 28.0
15.1 0.70 0.036 53.0 25.0 22,0
20.9 1.86･0.075 35.3 31.2 33.5
20.4 2.53.0.071 19.0 32.0 49.0
17.9 1.01･0.032 44.0 31.5 24.5
6.4 2.37 0.024 33.3 34.7 32.0
5.5 0.93 0.016 56.5 23.5 20.0
19.6 2.83 0.048 28.3 30.7 41.0
7.8 0.74 0.015 66.0 10.5 23.8
7.0 0.62;0.032:64.0 9.0 19.0
10.4 0.50･0.145 80.0 12.0 8.0
7.0 2.56;0.028 38.8 31.7 29.5
17.8 3.08.0.020 16.5 39.0 44.5
10.0 1.67.0.016 18.9 47.6 33.5
8.2 0.93 0.008 36.5 25.0 38.5
12.0 3.22 0.048 3.0 42.0 55.0
7.0 1.65 0.032 39.6 31.4 29.0
ll.9 2.21:0.036.9.0 51.0 40.0
1
34.0 2.99･0.028 10.0 41.5 48.5
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Claymineralcomposition 収 量
50 25 Ver>Mt 3.32
55 25 Ver>Mt 2.86
55 25 Ver>Mt 3.42
60 20 Ver>Mt 3.93
45 20 Ver-Mt 3.61
50 30 Ver>Mt 1.09
45 25 Ver>Mt 3.06
50 20 Ver>Mt 2.55
45 15 Ver-Mt 2.16
40 15 Ver<Mt 2.67
50 10 Ver-Mt 2.31
50 30 Ver>Mt 3.26
55 30 Ver>Mt 2.90
65 15 Ver>Mt 3.49
60 15 Ver>Mt 3.63
60 15 Ver>Mt 3.89
45 20 Ver>MtChl含む 3.52
50 20 Ver>MtChl含む 3.36
55 20 Ver>MtCll含む 1.50
35 35 Ver>Mt 3.96
55 25 Ver>Mt 4.47
60 20 Ver>Mt 2.63
40 25 Ver-MtChl含む 2.20
55 20 Ver-MtCill合む 2.93
50 20 Ver<Mt 3.44
25 20 Ver>Mt 5.07
343
東 南 ア ジ ア研 究 第6巻 第2号
ii)A/BCg型で斑紋がやや多 く,下層土が壊土質または構造の発達
のよい土壌
B.や や 不 良 i)A/Bg,A/BCg,A/Cg型で下層土が粗粒質の土壌
ii)A/Bg 型で下層土が粘土質であるが,亀裂が深 くまで入ってい
る土壌
C.不 良 下記のDのii)と同じであるが,亀裂が大きく深 くまで及んでい
る土壌
D.非常に不良 i)A/Cg であるがその下層にG層がある土壌






2) 全炭素,全窒素 :柳本製 CNコーダ-
3) 交換性塩基,カチオン交換容量 :松尾らの方法 (川口ら3))
4) 遊離鉄,マンガン:日光還元法による松尾らの方法 (川口ら3))
5) 風乾土湛水アンモニア生成量 :風乾土湛水 400C 2週間のインキュベーションで生成さ
れるアンモニア態窒素の量
6) 有効性 リン :N/5塩酸可溶
7) 全 リン :熟濃塩酸可溶























わされると 考 えるほうがより妥当 であるの
で,以 Lの結果は当然のことといえよう｡し
か しカチオ ン交換容量,交換性マグネシウム






















た｡北タイ土壌のように 海成沖精の 影響のない 土壌においてはカチオ ン交換容量の 大きいこ
と,交換性マグネシウムの多いこと,有効ケイ酸の多いことはいずれ も粘土の若 さすなわち土
壌 母材の風化度の低いことを示唆 し, このような土壌において収量が高い傾向があると考えら
れる｡












358 [1.74 0.158 11.1 10.9 98
1
76 0.18 .0.015 1.0. 5.3 34
305 1.31 0.129 10.3





Exや 禦 .g^ena_ble HOA｡
SiO2
Ca Mg K mg/100g
9.4 2.5 0.29 16.6
1.2 0.3 0.03 7.6
6.7 2.0 0.16 10.3
2.5 0.1.0.05 5.3
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粘 土 鉱 物 組 成




12 45- 65 .0.50-1.67 Ver>Mt
4 40～ 50 ･1.50～4.00 Mt≧Ver
2 .55- 60 .0.80-1.00.Ver>Mt;
2 25- 35 ;0.16-0.86:Ver>Mt
2 25- 50 1.50-1.40:Mt>Ver㌻










cSoa,畑 mCeEqC/(lf.)g 室Free,oFe203･ TIioC･ T/;F･




一票 竿 慧 聖 篭 二∴ ~-C:-琵
8.9 2.3 0.30 103
1
5.6 1.9 0.18 52
5.7 0.8 0.19 38
1
r
mg/100g ㌻化 成 率
1
7.0～20.0 r4.4～11.1
4･0- 9･4 14･0- 9･0)
4.6 6.2






































































乎YSI収14.0 37 3,6 26






























服部ほか :北 タイにおける L嬢の特性と水稲の収範
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